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古
平
町
で
は
ご
み
の
減
量

化
及
び
再
資
源
化
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
、
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
を
資

源
物
と
し
て
回
収
し
て
き
ま
し

た
が
、７
月
か
ら
新
た
に「
ミ
ッ

ク
ス
ペ
ー
パ
ー
（
再
生
可
能
な

紙
）」の
回
収
を
始
め
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
の
回
収
方
法
等
と
併
せ
て
、

古
平
町
の
ご
み
の
処
理
状
況
に

つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
古
平
町
の
ご
み
処
理
の
状
況

　

古
平
町
で
は
収
集
し
た
ご
み

の
処
理
を
表
１
の
と
お
り
行
っ

て
お
り
、
平
成
26
年
度
で
は
約

６
７
０
０
万
円
の
経
費
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
の
売

払
料
な
ど
で
約
１
１
０
０
万
円

の
収
入
は
あ
り
ま
す
が
、
町
の

負
担
は
５
６
０
０
万
円
に
も
な

り
ま
す
。

■
燃
や
せ
る
ご
み
の
処
理
費
用

は
毎
年
約
２
千
万
円

　

古
平
町
の
燃
や
せ
る
ご
み
等

は
、小
樽
市
、積
丹
町
、仁
木
町
、

余
市
町
、
赤
井
川
村
と
古
平
町

を
合
わ
せ
た
６
市
町
村
で
構
成

す
る「
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

理
広
域
連
合
」
で
共
同
処
理
し

て
お
り
、
ご
み
の
処
理
に
係
る

費
用
は
６
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ

排
出
し
た
ご
み
の
量（
重
さ
）に

応
じ
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
、
古
平
町
は
７

７
１
㌧
の
燃
や
せ
る
ご
み
を
排

出
し
、
そ
の
ご
み
を
処
理
す
る

た
め
に
約
２
千
万
円
を
負
担
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
処

理
費
用
の
約
３
割
で
す
。

■
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
は
約

１
割
の
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
が

混
ざ
っ
て
い
る
と
推
計
さ
れ
、

回
収
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
や
せ

る
ご
み
の
処
理
費
用
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
限
り
あ
る
資
源
を
今

後
も
使
用
し
て
い
く
た
め
に
再

資
源
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
昨
年
か
ら
は
貴
金
属
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
小
型

家
電
の
回
収
も
始
ま
り
ま
し

た
。
７
月
か
ら
回
収
が
始
ま
る

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
は
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
に
再
利
用

さ
れ
ま
す
。

■
町
民
の
皆
さ
ん
に
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん

　

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
は
、
び

ん
や
缶
と
同
じ
資
源
物
と
な
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ご
み
の
減

量
・
再
資
源
化
に
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場 

民
生
課 

環
境
対
策
係

　

☎
42-

２
１
８
１

ごみの減量化・処理費用の削減を図ります

ミックスペーパーの回収方法
◆収集日　毎月第１水曜日
◆紙だけを緑色の収集ボックス（右の写真）に入れます。
※持ち運びに使用したビニール袋は絶対に入れないでください。
○ミックスペーパーとして再生可能な主な紙
・紙箱・写真・封筒(窓付き可)・レシート・紙製の芯
×ミックスペーパーとして出せない主なもの
・使用済みのティッシュペーパーなど不衛生なもの・パルプモード
（たまご、果物類のパッケージ）
××絶対に混ぜてはいけない主なもの
・洗剤、線香の箱・ビール６缶パックや栄養ドリンクの包装

迷った場合は
　　　燃やせるごみへ
今年度は試験的な意味も
あり、古平町が処理業者
へ支払う費用は発生しま
せんが、来年度は今年度
の回収結果をもとに決定
されます。不純物が混ざ
ると処理に手間が掛かる
ため、費用が増えてしま
う可能性があります。

７月からミックスペーパーを
資源物として回収します

各集会所で行われた
説明会の様子

役場
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妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
助
成

◆
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
（
新
規
）

　

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者

・
治
療
の
開
始
前
に
法
律
上
の
婚
姻
を
し

　

て
い
る
こ
と

・
夫
婦
い
ず
れ
も
対
象
と
な
る
治
療
の
開

　

始
前
に
古
平
町
に
住
所
が
あ
り
、
今
後

　

も
住
む
見
込
み
が
あ
る
こ
と

・
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
夫
婦
い
ず
れ
も
税
金
等
の
滞
納
が
な
い

　

こ
と

・
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
７
３

　

０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

・
夫
婦
の
い
ず
れ
も
医
療
保
険
各
法
の
被

　

保
険
者
、
組
合
員
又
は
被
扶
養
者
で
あ

　

る
こ
と

・
他
の
市
町
村
で
特
定
不
妊
治
療
又
は
一

　

般
不
妊
治
療
に
要
し
た
経
費
の
助
成
を

　

受
け
て
い
な
い
又
は
受
け
る
見
込
み
が

　

な
い
こ
と

・
古
平
町
長
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
お

　

い
て
治
療
を
受
け
た
方

※
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
る
助
成
に
つ
い

　

て
は
「
北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

事
業
」
の
助
成
決
定
を
受
け
て
い
る
こ

　

と
が
必
須
条
件
に
な
り
ま
す
。

助
成
内
容

・
一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）

　

こ
れ
ま
で
広
報
ふ
る
び
ら
で
は
、
人
口

減
少
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
古

平
町
の
人
口
も
約
40
年
後
に
は
１
０
０
０

人
を
下
回
る
推
計
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　

古
平
町
の
特
徴
と
し
て
、
40
代
男
性
の

約
４
割
が
未
婚
で
あ
る
な
ど
全
国
平
均
の

１
・
５
倍
を
超
え
る
未
婚
率
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
家
族
単
位
で
余
市
町
な
ど
へ
転

出
し
て
し
ま
う
様
子
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
少
し
で

も
緩
や
か
に
す
る
た
め
、
子
育
て
・
定
住

支
援
に
か
か
る
事
業
を
今
年
度
約
４
９
０

０
万
円
か
け
て
実
施
し
ま
す
。
今
年
か
ら

の
新
規
事
業
は
約
２
５
０
０
万
円
で
す
。

　

広
報
ふ
る
び
ら
６
月
号
で
、
定
住
・
移

住
支
援
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
月
号
で
は
、
子
育
て
支
援
に
対
す
る
助

成
制
度
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

年
度
ご
と
に
本
人
負
担
額
と
し
て
支

　

払
っ
た
金
額
又
は
10
万
円
の
い
ず
れ
か

　

少
な
い
方
の
金
額
を
最
大
３
年
間
助
成

・
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
等
）

　
　

本
人
負
担
額
と
し
て
支
払
っ
た
金
額

　

（
北
海
道
助
成
事
業
に
よ
り
受
け
る
こ

　

と
が
可
能
な
金
額
を
控
除
し
た
後
の

　

額
）
又
は
次
の
金
額
の
い
ず
れ
か
少
な

　

い
ほ
う
を
助
成

・
採
卵
を
伴
う
治
療
15
万
円

・
採
卵
を
伴
わ
な
い
治
療
７
万
５
千
円

　
　

回
数
は
初
め
て
助
成
を
受
け
る
際
の

　

妻
の
年
齢
に
応
じ
て
次
の
と
お
り

・
40
歳
未
満　

通
算
６
回

・
40
歳
以
上　

通
算
３
回

申
込
方
法

　

申
請
書
、
受
診
証
明
書
、
治
療
費
領
収

書
な
ど
様
々
な
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
申
請
前
に
保
健
福
祉
課
健
康
推
進

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/ninshin/

funin.html

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
妊
婦
健
康
診
査
・
通
院
費
用
の
助
成

　

（
継
続
）

　

妊
婦
さ
ん
が
安

心
・
安
全
な
妊
娠
・

出
産
が
で
き
る
よ
う
、

古
平
町
に
住
所
の
あ

役場

古平町は子育て世帯を古平町は子育て世帯を
応援します !!応援します !!

ふるさと納税で新規事業を実施ふるさと納税で新規事業を実施

 

◇
担
当
係
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

 

「
◆
」
マ
ー
ク
の
事
業

　
　
　

保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
係

 　
　
　

（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）

 　
　
　
　

☎
42-

２
１
８
２

　

 

「
■
」
マ
ー
ク
の
事
業

　
　
　

民
生
課　

健
康
保
険
係

 　
　
　
　

☎
42-

２
１
８
１

 　

「
●
」
マ
ー
ク
の
事
業

　
　
　

民
生
課　

福
祉
係

 　
　
　
　

☎
42-

２
１
８
１

 　

「
□
」
マ
ー
ク
の
事
業

　
　
　

教
育
委
員
会　

管
理
係

 　
　
　
　

☎
42-

２
５
９
０
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る
妊
婦
さ
ん
に
妊
婦
健
康
診
査
・
通
院
な

ど
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

妊
娠
届
出
の
際
に
妊
婦
健
診
受
診
票
を

発
行
し
ま
す
。交
通
費
の
申
請
に
は
通
帳
・

印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
妊
婦
歯
科
健
診
費
用
の
助
成
（
新
規
）

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
唾
液
が
減
っ
た

り
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
り

菌
が
発
生
し
や
す
く
虫
歯
や
歯
周
病
な
ど

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
か
ら
、

妊
婦
さ
ん
が
行
う
歯
科
検
診
に
か
か
る
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

古
平
町
に
住
所
の
あ
る
妊
婦

助
成
内
容

　

表
１
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
歯
科
健

診
に
か
か
る
費
用
１
回
分
を
助
成

※
指
定
医
療
機
関
は
変
更
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保
健
福
祉

　

課
健
康
推
進
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

妊
娠
届
出
の
際
に
妊
婦
歯
科
健
診
受
診

票
を
発
行
し
ま
す
。

◆
プ
レ
マ
マ
教
室
（
継
続
）

　

助
産
師
や
栄
養
士
か
ら
妊
娠
期
の
病
気

に
対
す
る
対
応
方
法
や
栄
養
と
食
生
活
な

ど
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
を
３
回
程
度
実
施

し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
個
別
に
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

◆
バ
ン
ビ
の
会
（
継
続
）

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
赤
ち
ゃ
ん
の
お

も
ち
ゃ
作
り
体
験
な
ど
を
実
施
し
、
妊
産

婦
・
配
偶
者
同
士
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
個
別
に
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

 

赤
ち
ゃ
ん
・
幼
児
に
関
す
る
助
成
等

●
第
３
子
出
産
応
援
助
成
事
業
（
新
規
）

　

３
人
目
以
降
の
子
ど
も

を
出
産
し
た
方
に
祝
金
を

贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

・
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を

　

２
人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と

・
１
年
以
上
古
平
町
に
住
ん
で
い
て
、
今

　

後
も
住
む
見
込
み
が
あ
る
こ
と

・
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

助
成
内
容

　

出
産
時
と
６
か
月
経
過
時
に
商
工
会
商

品
券
を
５
万
円
ず
つ
贈
呈

申
込
方
法

　

印
鑑
と
扶
養
関
係
が
分
か
る
書
類
を
民

生
課
福
祉
係
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
紙
お
む
つ
購
入
費
用
・
ご
み
袋
の
助
成 

　

（
新
規
）

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
育
て

て
い
る
家
庭
に
紙
お
む
つ
の
購
入
費
用
と

ご
み
袋
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

・
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者

・
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

助
成
内
容

・
紙
お
む
つ
購
入
費
用　

４
月
と
10
月
に

　

商
工
会
商
品
券
を
１
万
円
ず
つ
支
給

・
ご
み
袋　

年
12
枚
配
布

※
転
入
・
転
出
な
ど
異
動
が
あ
っ
た
と
き

　

は
月
割
り
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

印
鑑
と
扶
養
関
係
が
分
か
る
書
類
（
保

険
証
等
）
を
民
生
課
福
祉
係
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

☆
保
育
料
の
軽
減
（
新
規
）

　

子
ど
も
の
人
数
に
よ
り
保
育
料
を
軽
減

し
ま
す
。

対
象
者

　

子
ど
も
が
２
人
以
上
い
る
家
庭
。
所
得

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

助
成
内
容

・
２
人
目　

半
額

・
３
人
目
以
降　

無
料

申
込
方
法

　

特
に
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
料
の
算
定
時
に
世
帯
の
状
況
を
把
握

し
適
用
し
ま
す
。

※
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
利
用
や
保
育
料
に
関

　

す
る
こ
と
は
直
接
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
お

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
42-

２
６
４
９

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
用
の
助
成

　

（
継
続
）

　

古
平
町
交
通
安
全
協
会
会
員
で
１
歳
未

満
の
子
ど
も
の
養
育
者
や
出
産
予
定
者
に

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
用
を
１
万

円
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　

購
入
し
た
際
の
領
収
書
と
保
証
書
を
民

生
課
福
祉
係
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
古
平
町
交
通
安
全
協
会
と
は
交
通
安
全

　

運
動
な
ど
を
推
進
す
る
団
体
で
、
加
入

　

費
用
１
０
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
時
に
加
入
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

◆
フ
ッ
素
塗
布
事
業
（
継
続
）

　

虫
歯
対
策
の
一
環
と
し
て
１
歳
か
ら
３

歳
の
子
ど
も
に
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
個
別
に
受
診
券
を
お
送

り
し
ま
す
。

役場
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★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

　

遊
具
や
絵
本
な
ど
で
自
由
に
遊
べ
る
ほ

か
、
誕
生
会
や
遠
足
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
季
節
に
合
わ
せ
た
行
事
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
直
接
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
42-

４
１
５
１

 

小
・
中
・
高
校
生
に
関
す
る
助
成
等

□
給
食
費
・
教
材
費
の
無
償
化
（
新
規
）

　

子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
３
人
目
以
降
の

小
・
中
学
生
の
給
食
費

と
教
材
費
を
無
料
に
し

ま
す
。

対
象
者

　

３
人
以
上
子
ど
も
を
扶
養
し
て
お
り
、

古
平
町
に
住
所
が
あ
る
３
人
目
以
降
の
子

ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

助
成
内
容

　

３
人
目
以
降
の
子
ど
も
の
給
食
費
、
校

外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
生
徒
会
費
、

学
年
教
材
費
、
体
育
実
技
用
具
費
、
そ
の

他
の
徴
収
金
を
全
額
助
成

申
込
方
法

　

学
校
を
通
し
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
印
鑑
、
扶
養
状
況
の
分
か
る
書
類

を
教
育
委
員
会
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

□
漢
検
・
英
検
受
験
費
用
の
助
成
（
継
続
）

　

古
平
町
に
住
所
の
あ
る
小
・
中
学
生
に

漢
字
検
定
、
英
語
検
定
の
受
験
費
用
を
各

１
回
分
、
年
１
回
助
成
し
ま
す
。

　

受
験
の
際
に
学
校
か
ら
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

□
高
校
通
学
費
の
助
成
（
拡
充
）

　

高
校
通
学
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま

す
。
今
年
度
か
ら
所
得
制
限

を
撤
廃
し
ま
し
た
。

対
象
者

　

古
平
町
に
住
所
の
あ
る
高
校
生

助
成
内
容

・
小
樽
市　

月
額
１
万
円

・
余
市
町　

月
額
７
５
０
０
円

申
込
方
法

　

対
象
者
に
は
、個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

□
奨
学
金
の
助
成
（
継
続
）

　

成
績
良
好
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

学
費
等
の
支
弁
が
困
難
な
も
の
に
奨
学
金

月
額
５
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

中
学
校
を
通
し
て
チ
ラ
シ
の
配
布
、
申

込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

□
学
習
等
を
支
援
す
る
人
員
の
配
置

　

（
継
続
）

　

次
の
と
お
り
人
員
を
配
置
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

・
学
校
司
書　

１
人

　

・
外
国
語
指
導
助
手　

１
人

　

・
特
別
支
援
員　

４
人

　

・
不
登
校
支
援
員　

１
人

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
（
新
規
）

　

放
課
後
の
小
学
生
の
受
入
れ
を
行
っ
て

い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
対
し

て
助
成
を
し
ま
す
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
保
護
者
が

　

仕
事
な
ど
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な

　

い
、
お
お
む
ね
10
歳
未
満
の
子
ど
も
た

　

ち
に
、
授
業
の
終
了
後
に
児
童
館
等
を

　

利
用
し
て
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す

　

る
も
の
で
す
。

・
古
平
町
に
あ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

一
期
倶
楽
部
（
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
）

　
　

民
間
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
対

　

象
は
小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
で

　

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接

　

一
期
倶
楽
部
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

☎
42-

２
７
７
０

 

予
防
接
種
・
医
療
費
に
関
す
る
助
成

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
継
続
）

　

０
歳
か
ら
高
等
学
校
終
了
（
18
歳
到
達

の
年
度
末
）
ま
で
の
子
ど
も
が
医
療
機
関

を
受
診
（
外
来
・
入
院
）
し
た
際
の
自
己

負
担
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
所
得
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
生
届
や
転
入
届
時
等
に
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
民
生
課

健
康
保
険
係
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
予
防
接
種
助
成
事
業
（
拡
充
）

　

表
２
の
と
お
り
、
定
期

予
防
接
種
の
ほ
か
、
一
部

任
意
予
防
接
種
に
か
か
る

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
予
防
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

申
込
方
法

　

新
生
児
訪
問
の
際
に
予
防
接
種
の
受
け

方
、予
診
票
の
発
行
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
に
は
記
載
し
た
以
外
に

も
対
象
と
な
る
た
め
の
基
準
や
提
出
書
類

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

役場
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■
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
（
後
期
高
齢
者

被
保
険
者
証
）
の
有
効
期
限
が
平
成
28
年

７
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、

８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
水

色
の
保
険
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

29
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

紛
失
し
た
と
き
や
、
汚
れ
た
と
き
は
再

交
付
し
ま
す
の
で
、
役
場
民
生
課
健
康
保

険
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 
新
し
い
保
険
証
は
水
色
で
す

■
減
額
認
定
証
も
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
（
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
の
有

効
期
限
が
平
成
28
年
７
月
31
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
有
効
期
間
は
保
険
証

と
同
じ
く
１
年
間
で
す
。

　

引
き
続
き
交
付
対
象
に
該
当
す
る
方
は

７
月
中
に
新
し
い
減
額
認
定
証
を
交
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は
黄
緑

色
の
減
額
認
定
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
必
要
と
な
る
方
は
、
次
の
交
付

要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
ご
確
認
の
う

え
、
役
場
民
生
課
健
康
保
険
係
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

 

新
し
い
減
額
認
定
証
は
黄
緑
色
で
す

■
医
療
費
通
知
を
全
受
診
者
へ
送
付
し
ま

す
　

こ
れ
ま
で
は
希
望
者
に
お
送
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
28
年
９
月
送
付
分
よ
り

全
受
診
者
（
平
成
28
年
１
月
～
６
月
に
受

診
さ
れ
た
方
）
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

発
行
時
期
は
従
来
の
９
月
と
翌
年
３
月
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る
た
め
、

　

ご
自
身
の
健
康
状
態
の
把
握
や
健
康
管

　

理
に
活
用
で
き
ま
す
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
や
健
康
診
査
な

　

ど
、
皆
様
の
健
康
保
持
・
増
進
に
役
立

　

つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
診
療
日
数
等
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認

　

し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

☎
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１

　

・
役
場　

民
生
課　

健
康
保
険
係

　
　
　

☎
42-

２
１
８
１（
内
線
57
・
39
）

お知らせ

後期高齢者医療の保険証を後期高齢者医療の保険証を
一斉更新します一斉更新します

～減額認定証も新しくなります～



2016. ７　広報ふるびら7

　

５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
臨
時

会
で
は
、次
の
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
30
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
承
認
〉

専
決
処
分
（
第
２
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
〔
古
平
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
〕

　

引
用
条
文
や
文
言
の
整
理
を
す
る
た
め

の
改
正
で
す
。

　

な
お
本
案
件
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
３

月
31
日
に
町
長
の
権
限
で
専
決
処
分
を

行
っ
た
た
め
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

〈
議
案
第
31
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
承
認
〉

専
決
処
分
（
第
３
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
〔
古
平
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利

用
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
〕

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
基
づ

き
多
子
世
帯
及
び
要
保
護
世
帯
の
保
育
料

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
本
案
件
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
４

月
１
日
に
町
長
の
権
限
で
専
決
処
分
を

行
っ
た
た
め
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

〈
議
案
第
32
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
承
認
〉

専
決
処
分
（
第
４
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
〔
古
平
町
保
育
所
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
〕

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
基
づ

き
、
多
子
世
帯
及
び
要
保
護
世
帯
の
保
育

料
を
軽
減
す
る
ほ
か
、
対
象
世
帯
の
所
得

制
限
を
廃
止
す
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
本
案
件
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
４

月
１
日
に
町
長
の
権
限
で
専
決
処
分
を

行
っ
た
た
め
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

〈
議
案
第
33
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
に
３
２
４
２
万
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
38
億
９
０
４
２
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
熊
本
地
震
へ
の

災
害
見
舞
金
と
町
立
診
療
所
の
エ
ッ
ク
ス

線
Ｃ
Ｔ
装
置
及
び
画
像
シ
ス
テ
ム
購
入
に

係
る
費
用
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
34
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
町
道
高
校
通
線
改
良
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
金
額　

１
億
５
６
６
０
万
円

・
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契

　
　
　
　
　
　

約

・
契
約
相
手
方　

株
式
会
社
福
津
組

　

な
お
、
本
案
件
は
契
約
金
額
に
よ
り
議

会
の
議
決
に
付
す
案
件
で
す
。

　

５
月
30
日
、
文
化
会
館
で
、
町
内
会
長

会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
会
議
は
、
地

域
の
代
表
者
で
あ
る
町
内
会
長
へ
そ
の
年

の
役
場
の
主
な
仕
事
の
内
容
や
進
め
方
に

つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
出
席
し
た
17
人
の
町
内
会

長
や
町
内
会
役
員
に
、「
子
育
て
・
定
住

支
援
事
業
」「
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
収
集

事
業
」「
古
平
町
立
診
療
所
海
の
ま
ち
ク

リ
ニ
ッ
ク
事
業
」「
高
校
通
線
改
築
事
業
」

「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
の
５
つ
に
つ
い

て
、
役
場
の
担
当
課
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

町
内
会
長
か
ら
は
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー

収
集
に
使
用
す

る
回
収
ボ
ッ
ク

ス
は
雪
で
潰
れ

な
い
の
か
、
海

の
ま
ち
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
は
時
間

外
診
療
を
受
付

け
て
も
ら
え
る

の
か
な
ど
の
質

問
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
説
明
さ
れ
た
内
容
は
、
５
月
27

日
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
「
わ
か
り
や
す
い

今
年
の
予
算
（
旧
ま
ち
の
仕
事
）」
の
重

点
事
業
に
あ
た
る
部
分
で
、
今
後
、
各
町

内
会
で
開
催
さ
れ
る
地
域
懇
談
会
で
も
説

明
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
町
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
説
明

議会 町の出来事

平
成
28
年
度 

第
１
回
町
内
会
長
会
議
開
催地域懇談会に参加される際は

「わかりやすい今年の予算」
をお持ちください
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北
海
道
電
力
株
式
会
社
が
５
月
17
日
か
ら

19
日
、
文
化
会
館
な
ど
町
内
３
か
所
で
泊
発

電
所
の
安
全
対
策
等
に
関
す
る
地
域
説
明
会

を
開
き
ま
し
た
。
同
説
明
会
は
「
泊
発
電
所

周
辺
の
安
全
確
保
及
び
環
境
保
全
に
関
す
る

協
定
」
及
び
「
泊
発
電
所
周
辺
の
安
全
確
認

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
後
志

管
内
20
市
町
村
を
対
象
に
行
わ
れ
、
古
平
町

の
説
明
会
に
は
３
日
間
で
お
お
よ
そ
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
北
海
道
電
力
担
当
者
が
泊
発

電
所
の
概
要
や
安
全
対
策
の
ほ
か
、
新
規
制

基
準
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
担
当
者

は
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
新
規
制
基
準

に
適
合
し
た
安
全
対
策
に
取
組
ん
で
い
き
ま

す
」
話
し
、
参
加
者
か
ら
は
安
全
対
策
や
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し

た
。

５/18（水） 「街頭で安全運転を呼び掛け」 ～交通安全推進委員会総会・街頭啓発

　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
交
通
安
全
教
育
や

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
古
平
町
交
通
安
全

推
進
委
員
会
の
総
会
が
５
月
18
日
、
文
化
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
の
初
め
に
会
長
で
あ
る
本
間
町
長

が
「
12
月
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録

４
０
０
０
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
町
民
や
推

進
委
員
の
協
力
の
も
と
、
交
通
安
全
活
動
を

実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
本
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
、交
通
安
全
推
進
委
員
会
や
警
察
、

ト
ラ
ッ
ク
協
会
北
後
志
支
部
な
ど
約
40
人
が

漁
港
前
の
国
道
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
走
行
中
の
車
を
止
め
、
啓
発
物
を
渡
し

な
が
ら
「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

30
分
間
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
春
の
遠
足
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
４
、
５
歳
の
園
児
が
参
加

し
、
道
端
の
植
物
や
昆
虫
を
観
察
し
な
が
ら

歩
き
、
屋
外
で
の
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

遠
足
の
ル
ー
ト
は
文
化
会
館
か
ら
中
央
集

会
所
を
通
り
中
島
公
園
へ
向
か
う
も
の
で
、

古
平
消
防
署
で
は
消
防
車
の
見
学
も
し
、
実

際
に
運
転
席
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
園
児
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

　

約
１
時
間
か
け
て
公
園
に
着
く
と
園
児
た

ち
は
歩
い
た
疲
れ
も
見
せ
ず
、
す
べ
り
台
や

ブ
ラ
ン
コ
で
遊
び
、
出
発
の
時
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
た
お
弁
当
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

　

た
い
よ
う
組
の
髙
川
浬り

や椰
ち
ゃ
ん
は
「
マ

マ
が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
は
美
味
し
い

し
、
遠
足
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
嬉
し

そ
う
に
話

し
て
く
れ

ま
し
た
。

５/20（金） 「お弁当が美味しかった」 ～幼児センター春の遠足

5/17（火）～19（木） 「泊発電所の安全対策等について説明」 ～北海道電力株式会社地域説明会

その他の出来事
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５
月
21
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
札
幌
で
、
札
幌
近
郊
の
古
平
出
身
者

で
つ
く
る
札
幌
古
平
会
（
相
良
孝
一
会
長
）

の
第
77
回
総
会
・
懇
親
会
が
開
か
れ
、
会
員

な
ど
約
１
２
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　

総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
決
算
報
告
や
監

査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
懇
親
会
で

は
、
古
平
正
調
越
後
盆
踊
り
保
存
会
（
岩
間

修
身
会
長
）
の
生
演
奏
に
よ
る
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
出
席
者
の
中
に
は
一
緒
に
踊
る
人
が

現
れ
る
な
ど
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
参
加
者

に
は
地
元
の
水
産
加
工
品
等
が
町
な
ど
か
ら

贈
ら
れ
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
古
平
小
・

中
学
校
の
校
歌
を
全
員
で
歌
う
な
ど
古
里
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
和
や
か
に
懇
談
し
て
い

ま
し
た
。

５/24（火） 「忙しいお母さんのための料理教室」 ～子育て支援センター料理教室

　

５
月
24
日
、
文
化
会
館
で
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
保
護
者
を
対
象

に
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
５
人
の
保
護
者
は
栄
養
士
の
指

導
の
も
と
、「
辛
く
な
い
ビ
ビ
ン
バ
」
と
「
た

ま
ご
と
わ
か
め
の
ス
ー
プ
」
の
２
品
を
作
り

ま
し
た
。
２
品
と
も
忙
し
い
お
母
さ
ん
が
簡

単
に
作
れ
る
料
理
で
、
栄
養
士
は
「
合
わ
せ

調
味
料
と
具
材
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
だ
け
で
簡

単
に
で
き
て
野
菜
も
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る

の
で
家
庭
で
も
是
非
作
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
調
理
後
、
保
護

者
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
試
食
し
、
互

い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

１
歳
の
娘
と
参
加
し
て
い
た
照
山
恵
さ
ん

は
「
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
摂
れ
、
薄
味
で
美
味

し
か
っ

た
で
す
」

と
話
し

て
く
れ

ま
し
た
。

　

５
月
29
日
、
沢
江
町
内
会
が
、
町
内
会
会

員
の
環
境
美
化
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
活

動
を
通
し
て
会
員
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
沢
江
婦
人
会
が
平
成
８
年

か
ら
行
っ
て
い
た
も
の
で
、
婦
人
会
解
散
後

の
平
成
26
年
か
ら
、
町
内
会
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
46
人
が
参
加
。

沢
江
町
内
の
町
道
沿
線
の
花
壇
に
、
お
お
よ

そ
１
時
間
か
け
て
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
苗
約
３
０
０
本
を
丁
寧
に
植
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

丹
後
藤
雄
町
内
会
長
は
「
町
内
会
に
高
齢

者
が
多
く
な
っ
た
が
、
花
植
え
を
通
じ
て
地

域
が
一
体
に
な
れ
る
。
今
後
も
町
内
会
の
恒

例
行
事
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま

し
た
。

５/29（日） 「花植えで会員同士が交流」 ～沢江町内会町内会活動

5/21（土） 「ふるさとを懐かしむ」 ～札幌古平会総会・懇親会

その他の出来事
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子
ど
も
達
に
異
文
化
を
体
験
さ
せ
、
国
際

的
な
感
覚
を
養
い
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、６
月
４
日
、古
平
国
際
交
流
協
会
（
浅

野
恵
子
会
長
）
が
「
こ
ど
も
国
際
交
流
体
験

旅
行
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
旅
行
は
昨
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
今
年

で
２
回
目
で
す
。
参
加
し
た
小
学
４
～
６
年

生
21
人
は
、
大
勢
の
留
学
生
が
学
ぶ
北
海
道

大
学
大
学
祭
の
国
際
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
各
国
の
展
示
物
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

見
学
し
た
り
、
外
国
の
料
理
を
味
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
留
学
生
と
の
交
流
や
北
海
道
大

学
構
内
の
散
策
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
５
年
生
山
寺
彩あ

い

ら流
さ
ん
は

「
み
ん
な
と
外
国
の
料
理
を
食
べ
た
り
音
楽

を
聴
い
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

来
年
も
来
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

６ /５（日） 「フィービラの森草刈ツアー」 ～札幌市生活クラブ生活協同組合

　

札
幌
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

が
、
６
月
５
日
、
町
内
の
フ
ィ
ー
ビ
ラ
の
森

で
、
草
刈
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
町
内
の
牧
草
地
跡
を
購
入
し

フ
ィ
ー
ビ
ラ
の
森
と
名
付
け
て
、
平
成
15
年

か
ら
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
植
樹
を

行
い
森
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成

22
年
か
ら
は
森
の
手
入
れ
に
重
点
を
お
い
て

過
去
に
植
樹
を
行
っ
た
場
所
の
草
刈
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
草
刈
り
ツ
ア
ー
に
は
生
活
ク
ラ
ブ

生
活
協
同
組
合
の
組
合
員
49
人
と
ふ
る
び
ら

の
自
然
を
守
る
会
会
員
な
ど
11
人
が
参
加

し
草
刈
り
の
ほ
か
、
森
の
散
策
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
、
交
通
事
故

に
あ
う
の
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
６
月
６

日
、
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

教
室
の
始
め
に
、
児
童
を
代
表
し
て
６
年

生
の
上
野
杏
奈
さ
ん
が
「
自
分
の
身
を
守
る

た
め
、
も
う
一
度
し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、低
学
年
は
徒
歩
で
、

高
学
年
は
自
転
車
に
乗
っ
て
交
通
ル
ー
ル
を

学
び
な
が
ら
町
内
を
一
周
し
ま
し
た
。
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
や
役
場
前
の
交
差
点
な
ど
で
は

古
平
駐
在
所
の
警
察
官
や
交
通
安
全
指
導
員

な
ど
が
道
路
の
横
断
の
仕
方
な
ど
の
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　

古
平
駐
在
所
遠
藤
所
長
は
「
今
日
は
先
生

た
ち
が
見
守
っ
て
い
ま
し
た
が
、
普
段
も

し
っ
か
り
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に

し
て
く
だ

さ
い
」
と

児
童
た
ち

に
呼
び
か

け
て
い
ま

し
た
。

６ /６（月） 「交通ルールを学び事故を防ぐ」 ～小学校交通安全教室

６ /４（土） 「外国の文化を体験」 ～古平国際交流協会こども国際交流体験旅行

外国の料理を楽しむ小学生

その他の出来事
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詳
細
は
左
記
へ
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　
　

☎
０
１
３
４-

27-

６
１
１
８

　

海
上
保
安
庁
Ｈ
Ｐ

　

 
http://www.kaiho.mlit.go.jp/

　

 ope/saiyou/bosyu.html

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

７
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
、
30
分
ま
で
で
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

福
祉
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

○
自
衛
官
候
補
生
陸
・
海
・
空
（
男
子
）

　

を
募
集
し
ま
す
。

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域

　

事
務
所　

　
　

☎
０
１
３
４-

22-
５
５
２
１

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30

歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
役
場
の
戸
籍
年
金
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成

28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
28

年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘

れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し
て
い

る
方
な
ど
は
、
役
場
の
戸
籍
年
金
係
又
は

年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
役
場　

民
生
課　

戸
籍
年
金
係

　
　
　

☎
42-

２
１
８
１

　

・
小
樽
年
金
事
務
所

　
　
　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成
29
年
４
月
期

採
用
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
待
遇　

学
校
は
入
学
金
、
授
業
料
が
一

切
不
要
で
、
学
生
は
入
学
と
同
時
に
国
家

公
務
員
と
し
て
の
身
分
を
与
え
ら
れ
毎
月

の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
受
験
資
格

○
試
験
日
程

【
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に

つ
い
て
】

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内
】

◇
７
月
３
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院

  　

 

（
☎
22-

３
９
８
９
）

◇
７
月
10
日
（
日
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　

  

（
☎
23-

５
５
３
３
）

◇
７
月
17
日
（
日
）

　

佐
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

            　
　

（
☎
22-

７
０
０
１
）

◇
７
月
18
日
（
月
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

３
８
４
３
）

◇
７
月
24
日
（
日
）

　

中

島

内

科　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

３
８
６
６
）

◇
７
月
31
日
（
日
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

２
８
６
１
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７

　
　
　
　
　
　

時

　

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　
　

整
形
外
科

７
月
の
休
日
当
番
病
院

【
海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校

学
生
募
集
】

【
各
種
自
衛
官
等
の
募
集
】

情報
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平
成
29
年
に
は
、
民
生

委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
て

か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

民
間
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
最
も
歴
史
の
あ
る
民

生
委
員
制
度
は
、
幾
多
の

変
遷
を
経
て
戦
前
戦
後
の

混
乱
期
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
人
間
愛
、
社
会
愛

の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く

地
域
の
人
々
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
る
人
「
民

生
委
員
さ
ん
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

家
族
関
係
の
こ
と
や
子
育
て
の
こ
と
、

暮
ら
し
の
こ
と
な
ど
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
福
祉
の
窓
口
へ
一
歩
踏
み
出
せ
な

い
人
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
の
事
情

を
よ
く
聞
き
、
親
身
に
な
っ
て
問
題
解
決

に
取
組
む
も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
は
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟

　
　

☎
０
１
１-

２
６
１-

２
１
８
１

　

・
役
場　

民
生
課　

福
祉
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

　

法
務
省
が
進
め
る
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
今
年
で
66
回
目
で
す
。
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
き
、
立
ち

直
り
に
努
力
す
る
人
を
支
え
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
北
後
志
の
５
町
村

で
毎
年
、
推
進
委
員
会
を
作
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
７
月
８
日
に
車
両
パ
レ
ー
ド
を

行
い
、
各
町
村
を
訪
問
し
、
そ
れ
に
併
せ

て
町
長
へ
法
務
大
臣
と
北
海
道
知
事
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
す
。

　

古
平
町
住
民
集
会
は
、
７
月
22
日
、
文

化
会
館
で
、
北
後
志
住
民
集
会
は
、
７
月

28
日
に
積
丹
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
運
動
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
次
代
を
担
う
小
・
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
犯
罪
や
非
行
、
そ

の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
の
作
文
と
標
語
の

募
集
も
行
い
ま
す
。
優
秀
作
品
に
つ
い
て

は
古
平
町
住
民
集
会
で
発
表
、
表
彰
を
行

い
ま
す
。

昨年の古平町住民集会の様子

昨年のメッセージ伝達の様子

毎
年

７７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
　

強
調
月
間
で
す
！

在宅生活に関すること
○毎日の介護で困っている
　こと
○福祉サービスの利用に関
　すること
○施設利用に関すること
○介護保険制度に関するこ
　と

暮らしのこと
○住まいに関すること
○近所付き合いに関するこ
　と
○生活費に関すること
○生活福祉資金等各種貸付
　制度の利用に関すること
○生活保護に関すること
○遊び場、通学路などの危
　険箇所に関すること
○公害や環境衛生に関する
　こと

家族関係のこと
○結婚、離婚に関すること
○親子関係に関すること
○扶養に関すること
○相続に関すること

育児・教育のこと
○育児やしつけに関するこ
　と
○いじめや不登校に気づい
　たとき
○学校生活の悩みに関する
　こと
○非行に関すること
○児童虐待に関すること

その他の困りごと
○心身の疾病や障害に関す
　る相談等
○その他

お知らせ

広げよう　地域に根ざした　思いやり
こんなときは民生委員児童委員へ

民生委員児童委員はあなたの一番身近な相談員です。
※相談のプライバシーは守られます。
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情報

 ～文学～

君の膵臓をたべたい　　　　　　　　　　　　 住野よる

仮面病棟　　　　　　　　　　　　　　　　 知念実希人

教団Ｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中村文則

世界の果てのこどもたち　　　　　　　　　　 中脇初枝

永い言い訳　　　　　　　　　　　　　　　　 西川美和

小説外務省Ⅱ 陰謀渦巻く中東　　　 　　　　　 孫崎亨

羊と鋼の森　　　　　　　　　　　　　　　　 宮下奈都

地上生活者〈第１部〉北方からきた愚者　　　　 李恢成

１１２日間のママ　　　　　　　　　　　　　　 清水健

 ～社会～

国土が日本人の謎を解く　　　　　　　　　　 大石久和

私塾・坂本竜馬　　　　　　　　　　　　　　 武田鉄矢

隠れ貧困　　　　　　　　　　　　　　　　　 荻原博子

里海資本論　　　　　　　　　　　　　　　　 井上恭介

 ～生活～

足立流 バリエが広がる使い切りレシピ　　 　 足立洋子

わたしがあなたを選びました　　　　　　　　 鮫島浩二

 ～絵本～

おしりたんてい　　　　　　　　　　　　　　　 トロル

 ～その他～

読めますか？小学校で習った漢字　　　　　　　　 守誠

大谷翔平 二刀流 その軌跡と挑戦　　 週刊 SPA！編集部

蒼い炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　 羽生結弦

ゴールデンカムイ（１～６巻）　　　　　　  野田サトル

　

文
化
会
館
図
書
室
に
新

し
い
本
が
入
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
本
屋
大
賞
、

大
賞
作
の
「
羊
と
鋼
の
森
」

や
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
の

「
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
」

「
教
団
Ｘ
」「
永
い
言
い
訳
」

「
世
界
の
果
て
の
こ
ど
も

た
ち
」
な
ど
文
学
作
品
が

中
心
に
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

文
化
会
館
図
書
室

★
開
室
日
時

　

月
～
金
曜
日

　
　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

（
司
書
は
木
曜
日
午
後
と

　

 

金
曜
日
）

★
貸
出
冊
数

　

１
人
５
冊
ま
で 

★
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

　
　

☎
42
ー
２
５
９
０

『羊と鋼の森』 

宮下奈都 

ピアノの調律に魅せら
れた一人の青年が、調
律師として、人として
成長していく姿を描い
た長編小説です。

『君の膵臓をたべたい』 

住野よる 

根暗で目立たない存在
の〈僕〉と病と闘いな
がらも前向きな桜良。
クラスメイトの二人の
青春を描く感動の一冊
です。

たくさんの新刊図書が入りました
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っ
ぱ
い
で
、
竹
刀
の
音
と
大

き
な
か
け
声
が
海
洋
セ
ン
タ

ー
の
外
に
ま
で
聞
こ
え
て
い

ま
す
。　

　

５
月
15
日
に
は
、
余
市
町

の
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た

第
56
回
竹
鶴
杯
剣
道
大
会
の

団
体
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

団
員
全
員
が
、
入
団
し
て
か

ら
初
め
て
の
大
会
出
場
と
な

り
ま
し
た
が
、
見
事
に
１
回

戦
を
勝
利
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

団
員
の
５
年

生
、
亘
裕
一
く

ん
は
「
５
月
に

出
場
し
た
大
会

で
勝
て
た
の
が

と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
次

の
試
合
も
ひ
と

つ
で
も
多
く
勝

て
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
一
生

懸
命
練
習
を
頑

張
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

剣
道
少
年
団
が
、
毎
週
火

曜
日
と
木
曜
日
に
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
昨
年
入
団
し
た
小

学
１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で

の
９
人
が
、
夏
に
行
わ
れ
る

大
会
出
場
に
向
け
て
基
本
打

ち
（
面
、
小
手
、
胴
打
ち
）

な
ど
の
稽
古
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
ど
の
団
員
も
元
気
い

　 勝利を目指して稽古に励む　 勝利を目指して稽古に励む

   剣  道  少  年  団   剣  道  少  年  団

住民紹介

白
しらいわ

岩　拓
たく

（２年）
渡
わたなべ

邉　凌
りょう

祐
すけ

（３年）
　亘

わたり

　裕
ゆういち

一　
（５年）

渡
わたなべ

部　慈
じ ん

武
（５年）

白
しらいわ

岩　莉
り く

久
（５年）

本
ほん

間
ま

　凜
りん

（１年）
山
やまでら

寺　流
る き と

騎斗
（２年）

三
み

上
かみ

　夢
い ぶ き

生
（２年）

本
ほん

間
ま

　琉
る き や

希也
（２年）

平
ひら

尾
お

　歩
あゆ

睦
む

（２年）

６月７日、Ｂ＆Ｇ海洋センターでの練習の様子
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６
月
12
日
、
古
平
漁
港
内
の
漁
協
直
売

所
前
で
、
今
年
第
１
回
目
の
漁
協
祭
（
主

催:

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。
近
隣
町
村
や
札
幌
な
ど
か
ら
お
お

よ
そ
３
０
０
０
人
が
訪
れ
、
前
浜
産
の
新

鮮
な
魚
介
類
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

漁
協
祭
は
地
元
の
魚
介
類
を
Ｐ
Ｒ
し
漁

家
経
営
の
安
定
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で
７
年
目
で
す
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
朝
か
ら
会
場
に
は

多
く
の
人
が
訪
れ
、
今
回
始
め
て
行
わ
れ

た
ボ
タ
ン
エ
ビ
や
シ
マ
エ
ビ
を
ザ
ル
で
す

く
っ
た
分
だ
け
も
ら
え
る「
エ
ビ
す
く
い
」

に
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
６
月

に
解
禁
に
な
っ
た
ば
か
り
の
ウ
ニ
の
ほ
か

ヒ
ラ
メ
や
ホ
ッ
ケ
な
ど
の
鮮
魚
販
売
に
も

人
だ
か
り
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
会
場
に
あ
る
コ
ン
テ
ナ
食
堂
で
は
ウ

ニ
丼
や
エ
ビ
ラ
ー
メ
ン
、
あ
わ
び
カ
レ
ー

な
ど
を
味
わ
う
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

同
祭
は
６
月
26
日
、
７
月
24
日
、
10
月

10
日
に
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

  

第
１
回

第
１
回  

古
平
漁
港
東
し
ゃ
こ
た
ん

古
平
漁
港
東
し
ゃ
こ
た
ん

                      
                      

「
漁
協
祭
」
開
催

「
漁
協
祭
」
開
催

　

行
政
相
談
委
員
の
大
石

英
晋
さ
ん
が
、
北
海
道
管

区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総

務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、

国
の
行
政
運
営
な
ど
に
対

す
る
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

の
様
々
な
相
談
に
つ
い

て
、
助
言
や
関
係
機
関
に

対
し
て
通
知
を
行
う
な

ど
、
行
政
と
住
民
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
問
題
解
決
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
石
行
政
相
談
委
員
（
平
成
17
年
４

月
委
嘱
）
は
、
そ
の
活
動
の
功
績
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
状
は
、
５
月
19
日
、
函
館
市
で

開
催
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
全
体
会
議

で
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

情報住民紹介

大石英晋行政相談委員が

北海道管区行政評価局長表彰を受賞

町内に住む満１歳になる子どもを紹介します。
今月号は６月に誕生日を迎えた子どもたちです。

保護者　翔剛さん・望さん

　  　　　　　 　（あけぼの）

山崎　北
ほ く と

虎ちゃん

６月11日生

（望さんより）　　　   　
元気な明るい子に育ってほしい

保護者　拓也さん・菜々さん

　  　　　　　　 　（本町）

本間　渚
なぎさ

ちゃん

６月26日生

（菜々さんより）　　　   　
大きく育ってほしい

保護者　知久さん・江里さん

　  　　　　　　 　 （清住）

髙川　皇
こ や

矢ちゃん

６月29日生

（江里さんより）　　　   　
優しい子に育ってほしい

エビすくい

鮮魚販売→

←焼きウニ
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卯
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立
つ
飛
沫
に
烟
る
岬
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突
堤
を
洗
ひ
晒
し
の
卯
波
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

　
雨
上
り
香
り
や
わ
ら
か
谷
若
葉　
　
　
　

沢
水
の
流
れ
静
か
に
夏
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
島
も
は
や
塗
り
か
え
ら
れ
て
初
夏
の
景　

す
す
ぎ
物
心
地
よ
く
舞
ひ
夏
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

蝦
夷
に
住
む
母
の
古
里
よ
り
粽　
　
　
　

一
雨
が
ほ
し
い
山
菜
春
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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前月比

人　口 3,259人 （ー３）

男 1,542人 （ー３）

女 1,717人 （ ０ ）

世帯数 1,813世帯 ( ０ ）

外国人 　 33人 （ ０ ）

男     2人 ( ０ ）

女    31人 （ ０ ）

町の人口と世帯数

（平成28年５月末日現在住民基本台帳人口）

気
持
ち
よ
く
今
年
の
桜
早
く
見
る
も
災
害
ニ
ュ
ー
ス
に
胸
を
痛
む
る　
　

泉　
　
　

清　

三

人
は
皆
使
命
い
た
だ
き
生
ま
れ
き
ぬ
絆
受
け
止
め
光
受
け
止
め　
　
　
　

金　

子　

寿　

子

橋
に
立
ち
眺
む
る
海
面
の
穏
や
か
さ
釣
り
人
二
人
青
空
の
下　
　
　
　
　

坂　

本　

信　

子

交
通
の
安
全
旗
も
新
入
生
も
輝
き
持
て
り
春
風
の
中　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

時　

子

三
・
四
人
近
所
集
ま
り
日
向
ぼ
こ
福
寿
草
咲
く
ベ
ラ
ン
ダ
に
掛
け　
　
　

田　

中　

香　

早
春
の
花
壇
に
咲
け
る
ク
ロ
ッ
カ
ス
む
ら
さ
き
薄
く
日
溜
ま
り
に
映
ゆ　

寺　

田　

カ
ツ
子

山
わ
さ
び
三
ツ
葉
摘
み
ゆ
く
裏
山
に
い
ま
だ
幼
き
ウ
グ
イ
ス
の
声　
　
　

小
山
内　

い
お
子

本
間　

節
子

白
岩　

フ
ミ

長
谷
川
チ
ヤ

本
間　

ミ
ツ

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

69
歳

95
歳

85
歳

88
歳

年
齢

６
・
６

５
・
31

５
・
26

５
・
26

死
去
月
日

丸
山
町

本　

町

本
陣
町

丸
山
町

町
内

　

５
月
の
記
録
的
な
暑
さ
（
主
に
道
東
方

面
を
指
す
）
に
対
し
、
６
月
の
リ
ラ
冷
え

は
朝
な
夕
な
に
ス
ト
ー
ブ
の
温
も
り
を
求

め
て
い
る
の
は
、
少
し
年
輪
を
重
ね
た
か

ら
で
は
な
い
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
今
日

こ
の
頃
の
自
分
で
あ
る
が
、
出
来
秋
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
首
長
さ
ん
方
も
少
し
心

配
気
味
だ
。　

た
だ
、
気
象
庁
の
長
期
予

報
に
よ
れ
ば
、
こ
の
夏
の
気
温
は
比
較
的

高
温
で
推
移
す
る
と
言
っ
て
お
り
、
取
り

越
し
苦
労
に
終
わ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
、
年
度
が
替
わ
っ
て
の
わ
が
町
の

漁
業
は
と
言
え
ば
、
４
月
は
エ
ビ
や
タ
コ

の
不
振
が
続
く
中
で
ホ
ッ
ケ
や
ヤ
リ
イ

カ
、
そ
し
て
ニ
シ
ン
が
好
調
で
水
揚
げ
を

伸
ば
し
た
も
の
の
、
５
月
に
は
エ
ビ
の
回

復
兆
し
は
見
え
た
が
な
お
及
ば
ず
、
タ
コ

の
大
幅
減
と
小
女
子
の
暴
落
に
よ
っ
て
４

月
の
伸
び
が
チ
ャ
ラ
と
な
り
、
５
月
末
の

水
揚
げ
金
額
は
前
年
度
の
水
準
に
止
ま
っ

て
い
る
。　

６
月
か
ら
い
よ
い
よ
ウ
ニ
漁

が
始
ま
っ
て
お
り
、
他
の
魚
種
共
々
豊
漁

を
期
待
す
る
。

古
平
町
長　

本
間　

順
司

町
長
室
か
ら

投稿・くらし


